
 

 ４月の入園・進級から早くも１ヶ月が過ぎました。子どもたちも新しい環境に慣れ、少しずつ自分のペースで園生

活を楽しめるようになってきました。この時期は気温の差から体調を崩したり、新しい生活で頑張っている子どもた

ちの疲れも出るころです。元気がない・食欲がない・睡眠不足、など気になる事がある時は、自宅での様子や体調の変

化などをお知らせください。ご家庭と連携をとりながら、お子さんのようすに気を配っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～4 月の園のようす～ 4 月は発熱や溶連菌感染症などでお休みされる子どもさんが多くみられました。また、季節の変わり目だ

からでしょうか？喘息の症状が出たり、咳や鼻水がおさまらない、といった声も聞かれています。心地よい風が吹き、活動量が増

えてくるこの季節は、子どもたちにとって楽しいことがいっぱいです。体調管理に気をつけて毎日を目いっぱい楽しみましょう。 

5がつのほけんだより 
令和 8年 5月 
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～記録を残しておきましょう～ 

子どもの病気や予防接種は何年も経つうちに記憶があいまいに

なることがよくあり、きょうだいの事と混乱することもありま

す。何歳の何月頃どんな病気にかかったのか、どの予防接種を受

けたのかを記録しておくといいですね。 

母子手帳の記録欄を利用するのも良いでしょう。病気は学校感染

症に当てはまるものや、入院したり、治療に時間がかかったりし

たものだけでも良いと思います。予防接種や感染症については、

中学・高校・大学の入学時・就職の時など、たずねられる機会は

意外と多く、場合によっては予防接種を受けておかなければ支障

があることもあります。記録しておくと必ず役立ちますよ。 

 

５月病は近年、大人から幼児までと低年齢化が進

んでいます。新しい環境や生活に適応できず、早

く適応しなくてはという思いから気持ちが空回り

し、焦り、ストレス状態に陥っていたりします。

子どもの症状は様々で、朝起きられなかったりお

腹や足が痛いと言ったり、今までできていたこと

が「できない」など何かと理由をつけて困らせた

り、泣いたり元気がなかったり・・甘えているだ

けかな、ととらえ大人が見逃しやすい傾向にあり

ます。子どもは毎日新しい環境やお友だちとの集

団生活に慣れようと頑張っています。毎日たくさ

ん褒めて抱きしめてあげてください。ご家族の愛

情が子どもの頑張るエネルギーを作り出します。 

～早寝・早起きで生活リズムを整えましょう～ 

人間が生きていくうえで睡眠は欠かすことができ

ません。そして本来人間は明るい昼間に活動して、

夜は眠る昼行性の動物です。ところが現代は 24時

間社会と言われるように、照明をつけて夜遅くまで

活動していることから生活リズムを乱しやすい環

境にあります。一度身についてしまった生活リズム

はなかなか正すことができないと言われています。

手遅れになる前に子どもたちの健康を考えるうえ

で、睡眠の大切さや、眠ることの心地よさなどにつ 

いて親子で話し合ってみましょう。 

✿子どもにも起こる５月病✿ 

 

 

✿５月１4日（木）は「歯科・内科検診」です✿ 

今月は園医の先生による検診があります。その日は用事

や都合でのお休みを避けて検診を受けられるよう、ご協

力をお願いいたします。また、普段の生活の中で気になる

事や心配なことがあれば事前に担任や、看護師にお知ら

せください。園医に伝え、後日お返事いたします。 

 

✿虫刺され・植物かぶれ✿ 

暖かくなり、外遊びが楽しい季節となりました。公園遊び

やお散歩の際などに虫に刺されてしまうこともあるかもし

れません。虫刺されも植物かぶれも「かかない」「刺激しな

い」ことが大切です。まずは患部を水で洗い流し様子を見

ます。かゆみ止めなどを塗ったり、冷やしたりするなどし

てかかないように気をつけましょう。腫れや赤みが広がる、

かゆみが治まらない時は早めに皮膚科を受診しましょう。 


